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【標的疾患】 

特発性肺線維症（IPF） 
 

【創薬標的】 
不明（詳細探索中） 
 

【創薬コンセプト】 
肺線維化の病態におけるキーサイトカインである TGF- に関連する新規線維化シグナ

リングを抑制することにより、病態の改善（肺線維化抑制・予後改善）を図る。 
 
【モダリティの設定】 

低分子化合物 
 

【創薬コンセプトの妥当性を支持するエビデンス】 
以下のことが PI らにより明らかにされている。 
1) TGF- 刺激した肺線維芽細胞を用いて -SMA、コラーゲンタイプ I を抑制するアル

カロイド様骨格化合物をスクリーニングし、複数のヒット化合物を見出した。 
2) 上記ヒット化合物の 1 つを、独自の肺線維症自然発症モデルマウスへ投与すること

で有意な生存率の延長、体重減少の抑制、肺病変の改善効果を確認している。 
 

【科学的、技術的な優位性】 
・TGF- 刺激した肺線維芽細胞を用いて -SMA、コラーゲンタイプ I の抑制を指標に

HTS を実施し、複数のヒット化合物を見出している。 
・上記ヒット化合物のターゲット探索から標的候補タンパク質 X を同定している。 
・遺伝性肺線維症患者の原因遺伝子を組み込み、自然に肺線維症を発症する

（SFTPCI73T knock-in）マウスを独自に有し、IPF の病態モデルとして薬効評価等

に活用可能である。 
 



 
【支援ステージにおける目標】 

取得済みのヒット化合物の作用メカニズム解析、発現解析等の検討を実施し、標的候補

X の創薬標的としての妥当性検証を行う。 
 

【関連特許】 
なし 
 
 
 
本資料は、創薬総合支援事業（創薬ブースター）による支援の終了時の情報をもとに

作成しています。 


